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̶編集後記̶

「土壌物理学会は，地球陸地の表面近くにある土壌に
おける，水，エネルギー，物質の移動・変換・貯留，お
よび大気，地下水との交換現象について，土壌に生息す
る植物，微生物，動物の活動との関係を含めて研究対象
としている学会です」．
これは本学会会長・波多野隆介先生が本誌第 118 号

（2011 年）に巻頭言として寄せられた第一文です．「こ
の主旨に従って，幅広い方面の研究者・技術者から積極
的に論文を投稿していただき，土壌の物理性と土壌物理
学会を大いに盛り上げなさい」．編集委員を仰せつかっ
た時，このような指示を受けたものと解釈し，できる限
りご期待に応えようと現在も務めているつもりです．

これまで数件の投稿論文の編集を仰せつかりました．
寄せられた論文の内容はどれも興味深い貴重な新知見で
あり，編集委員としても本誌への掲載は大変な光栄と思
える原稿ばかりでした．しかし残念なことに，いくつか
の投稿論文には再投稿をお願いせざるを得ませんでし
た．理由としては，本学会の主旨（前述）に沿った構成
や考察になっていなかったことや，得られたデータの解
釈・考察が十分でないこと等が上げられます．
貴重な研究結果を埋もれさせるのは多大な損失であり
ます．多様な専門性を持つ会員諸氏からの積極的な投稿
をお待ちしております．

笛木伸彦（編集委員）


